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研究成果の概要（和文）：2020年から始まる小学校での英語教育を見据え、効果的に英語教育を展開するため、
ICTを活用した実践を行った。教材に興味を持たせ、視点の焦点化を図るため、ICTのメリットを生かした教材を
作成した。また、将来的に小学校で実践することを目指し、大学生に対しラーニングマネジメントシステム、自
作アプリ、タブレットを利用した英語教育の実践を行い、その効果を英語力と動機づけの両面で量的・質的に分
析した。

研究成果の概要（英文）：To be well prepared for the English education in elementary schools starting
 in 2020, we proposed the use of ICT in order to effectively conduct communication-oriented English 
classes. In order to make the teaching materials interesting for children, we created an application
 that is easy to operate. Also, with an aim of practicing in elementary school in the future, we 
analyzed the effectiveness of LMS (learning management system), an original educational app and 
tablets for university students. The effects on English ability and motivation were analyzed both 
qualitatively and quantitatively.

研究分野： 英語教育

キーワード： 小学校英語教育　動機づけ　ICT　第二言語習得
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本で外国語教育を成功させるためには、いかに教室外で豊かなインプットを得られるかどうかが重要な鍵とな
る。そのため、モバイルテクノロジーでいつでも、どこでも英語に触れられる環境を整えることが求められる。
また、小学校の英語教育においては、このようなICTの活用を推進することで、英語に関しては資格を持たない
担任の先生の負担も軽減することが可能となる。本研究で開発した教材をさらに開発し導入することで英語教育
の発展に貢献できるのではないかと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 
(1) 文部科学省（MEXT）は「ICT が子供たちの英語学習への関心を高めることができる」
「ICT はダイナミックでインタラクティブなコンテンツを提供する」との声明を発表してい
る。 これを受け英語教育において ICT を使用することが加速化されることとなる。小学生の
英語学習に対する動機づけに関する研究において、ICT の使用はその目的のために効果的であ
ったという研究結果（山本、2010、2011、山本他、2016）をもとに、モバイルテクノロジー
を利用した英語教育のあり方を検討することとした。 
 
(2) 小学生を対象に実践を行うことが協力校の減少より困難となり、将来的に小学生を対象に
活用することを目指して、一部の実践において対象を大学生に変更した。タブレットで動作す

るアプリを開発するとともに、ICT を利用した英語教育が動機づけにどのような影響を及ぼす

のかを主に大学生を対象に調査を行った。小学生に対する応用を見越し、小学生時代の ICT 利

用やその当時の動機づけについて回想して答えてもらう形式をとった。 
  

２．研究の目的 
 
(1) ネットワーク接続を持つ小学校が増える中、インターネットや英語学習アプリケーションの
利用がますます一般的になってきている。モバイル技術を活用することで、個人の学習やグルー
プ活動が促進されると考えられる。前年度に情報工学の研究協力者の力を借り、小学生に対して
実施を目指し、ICT を活用した英語教育教材を開発した。モバイル技術を活用することで、個人
の学習やグループ活動が促進された実績をもとに、iPhone(iPad)用のプログラムを用いて

XCode 環境で作動する Swift3 を使用し学習用アプリを作成し、その効果を検証する。また将来

的に小学校における活用を念頭に、大学生に対して LMS(Learning Management System)を利

用した英語教育を実施し、その効果を検証することとした。 

 
(2) Deci & Ryan（1985、2002）は、人間は機械でなく生命体であるという大前提のもと、Self-

Determination Theory (SDT)モデルを構築した。SDT においては、「内発的動機」と「外発的動

機」の 2 分類に加え、外発的動機をいくつかの段階に分けて、枠組みに加えた。自己決定が最も

低い「無動機」から、外的調整、取り入れ的調整、同一視的調整と、徐々に動機が高まり、「内

発的動機」に至るプロセスが示され、動機付けがいかに流動的かを示した。 この流動的な動機

付けを、徐々に内発的動機付けにつなげていくために、ICT を利用した教育介入の可能性を探る

こととした。 

 
３．研究の方法 
 
(1) 前年度に iPod Touch を使って、子供たちが語彙を学び、友人や先生と交流できる活動を
デザインしたが、それを参考に iPhone(iPad)用のプログラムを用いて、XCode 環境で Swift3
を使用し作成した。プレテストとして、6 人に各自の iPhone にある写真を一枚選び、それにつ
いての英文を書かせた（4 行以上）。その後、6 人全員に、課題として自宅で LMS である
Google Classroom に写真とそれに合う英語の説明文をアップロードするよう指示した。アッ
プロードされた英文は、勤務校の英語を母語とするアメリカ人非常勤講師が添削し、アプリ用



に録音した。実験グループの 3 人には毎日、アプリを使用してリスニング、音読の学習をする
ように指示した。統制グループ、実験グループ別々に週に 1 回集合させ、そこで Google 
Classroom にアップ後、添削された英文を全員に読ませた。その際、筆者が大まかな文法ミス
や日本語的な発想による間違いなどを指摘し、英語独特の表現方法などをとりあげ説明を加え
た。実験グループには、その場でアプリを起動させリスニング、音読の学習をさせた。実践の
最後のポストテストとして、その場で写真を一枚選び、その写真についての英文を書かせた。
分析方法として動機付けに関しては、５件法のアンケートと自由記述による「振り返り」を通
して本実践が動機付けにどう働きかけることができたかを探った。 
(2) ICT を利用した英語教育を受ける大学生の SDT の枠組みの中での動機づけを調べるために

動機アンケートを実施し記述統計を実施した。学習者の L2 動機の根底にある特徴を明らかにす

るために、探索的因子分析に続いて確認因子分析を行った。 

(3) (2)の結果を踏まえ、二クラスに対して LMS の一つである Google Classroom を利用し、オ
ンライン学習と対面授業を組み合わせたブレンド型授業（反転授業）を展開した。さらに介入群、

統制群を設け、LMS を用いた場合と用いなかった場合の学生の動機づけの変化について検証を

行った。 

(4) LMS をはじめ、ICT を英語の授業に積極的に活用している大学に通う大学４年生４人に対

して、インタビューを行い、ICT を介して英語を学ぶ経験についての自己内省プロセスを明らか

にする試みを行った。分析方法として修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（木下, 2003）
を採用し、構造構成主義的質的研究法（西條, 2007・2008）をメタ研究法として取り入れた。 

４．研究成果 

(1) 情報教育を専門とする教員とともに作成した英語学習アプリによる実践を大学生 10人を対

象に行い、実施前後にライティングテストを行い、実践後に動機づけに関するアンケートを行

った。英作文トレーニングでは実践前後で点数の伸びはみられなかった。また実験群、統制群

で伸びの差に違いはなかった。ただし全員の書く英語の分量は増えており、経験したことを書

こうとする意欲が高まったと推測できる。この研究結果を論文にした。 

(2) 本研究の参加者は、教育的介入前に、内発的動機が特に低く、無動機を示す学生の割合も 
同様の研究における対象者に比べ高かった。外発的動機の特徴は、他の先行研究の結果とほぼ
同様であった。1 年間の大学教育の後、内発的動機づけに必要な３心理的欲求とほとんどの動
機づけに関するサブスケールが改善した。共分散構造分析の結果は探索的要因分析の結果と矛
盾するものではなかった。 この研究結果を論文にした。 

(3) 介入群、統制群で、ICT を活用した英語教育を実践したところ、介入群に負の効果が現れ
た。その結果の背景には、習熟度、負荷、交流不足、PC の操作性の問題があったと推測す
る。事後のスピーキングテストを 2 群で比較したところ、介入群の平均点が統制群よりも高か
った。これは事前の英語テストにおける下位群が得点を押しあげていたためであることがわか
った。本実践は群全体でなく、英語能力の低い学生ほど有効に働いた可能性がある。この研究
結果を論文にした。 

 



(4)  ICT の使用が義務付けられている場合においても、学生が主体的に工夫を加えたり、ゲー

ム的要素を積極的に利用したりして、自律的で能動的な e ラーニングを行っていることが観察

された。この学びが成績の伸び、動機づけの高さに結び付いていることを包括モデル図で表した。 

(2)については国際学会で、(3)については国内の学会においてプレゼンテーションを行った。 
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